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lAbstract)

The Kiyomレ u hot spring located in■ er市er bed of Sukumo‐ gawa,Yumoto,drilled to the depth

of 173m in 1925, is one of the oldest thermal wells. Thermal water discharged during 1930 t0 1932

was at 48.0～ 498。 C and 59～72J/min.

After the 2nd world war, decreasing tendency of the water discharge shows distinct correlation

with the appearance of newly opened deep wells and se饉 ng of pumping de宙 ces for the thermal waters

in adiacent areas.The Kiyomizu hot spring was inally ceased to discharge in 19"～19“.After

the discharging was stopped,the water level of tte wells has been continuously going down by 60～

70 cm/year.

It is dittcult to avoid the annual decreasing of thermal waters discharge provided the water=nass

balance is not concerned in pumping operation of thermal waters.

*前報は箱根温泉の自然湧出泉について (そ の1)湯本総湯の経年変化,神奈川温研報告,第 5巻 ,第 2号 ,31-
44, 1974

ホホ神奈川県箱根町湯本997

神奈川県温泉研究所報告,第 6巻 ,第 1号 ,1-10,(1974)



2

1.は じ め に

箱根湯本の須雲川にそう「滝通り」に以前は自噴泉が数本あった。現在はそれらにもエアーリフト

装置や渦巻ポンプが設置され温泉をくみあげている。この内,掘さく当時から自噴していた「 きよ水

源泉」 (元湯本町温泉台帳,第13号)は ,戦後になつて一時動力揚湯装置を設置する申請が出された

ょうであるが,結局装置は設置されていない。現在,自噴しなくなった「 きよ水源泉」は休止源泉と

なつている。広田らは (1973,1974)湯 本,塔 ノ沢温泉保護対策事業の一環として「 きよ水源泉」の

地下水位の変動を昭禾n46年より追跡しており,毎年60～70"の水位低下を報告している。

本報告では「 きよ水源泉」の掘さく当時から枯渇への経過を調べ,現在も進行している地下水位低

下の傾向を指摘し,湯本温泉の将来や温泉源の保護についての問題を考える資料とするものである。

2. 温泉掘さくから湧出停止にいたる経過

箱根湯本温泉湯場地区およびその周辺の源泉分布図

番号は元湯本町温泉台帳番号。13が「きょ水源泉」
図 1
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掘さく,および昭和 5～ 7年の湧出量 :「 きよ水源泉」 (元湯本町温泉台帳,第13号)は箱根町湯

本字上野 521-2に位置し,須雲川にそう「 滝通 り」の温泉群の内では最も早く掘さくされた孔井の一

つである。温泉台帳には試掘許可は大正14年 6月 2日 ,使用許可は同年 9月 29日 ,井深は571尺 5寸

(173″)で温泉は自噴していると記載されている。神奈川温研が行なった孔井内温度検層のとき,

井深は
"5解

であった。掘さく当時と現在の井深の相違は昭和11年および14年に,架長増加工事を行な

った記載が温泉台帳にあるので,こ の時に205解 まで増掘されたのであろう。

温泉台帳には昭和 5～ 7年の 3年間,毎年 1回行なわれた湧出量調査結果が記入されている。それ

によれば,「きよ水源泉」の温度は 48～49.8° C,湧出量 59～72形 /分 となっている (表 1)。

表 1  昭和 5～ 7年の「きよ水源泉」の温度および湧出量

昭和27～31年の湧出量 :すでに大木ら (1971)が 指摘したように,戦後わが国の経済状態が急速に回

復した昭和25年頃から観光が大衆化されるとともに各地で温泉開発が活発になった。箱根湯本,塔 ノ

沢地域においても例外ではなく,昭和25～30年 にかけて新たに15本の孔井が温泉採取をはじめている

(平野ら。1972)。

新たな温泉孔井の掘さく,温泉採取や動力揚湯装置の設置にともなう孔井相互間の影響を調査する

ため,小田原保健所は昭和27～31年 にかけて湯本温泉の湧出量,揚湯量,温度等を調査している。こ

れらの結果は神奈川県温泉審議会議案に添付されているので,その中から「 きよ水源泉」の湧出量,

温度をぬき出し図にまとめた (図 2～ 5)。 自噴泉の湧出量等は季節的変動が著しく,短期間の湧出

量や温度の調査だけでは孔井相互間の影響をあきらかにするのはむずかしいが,長期間の沢1定結果を

比較すると湧出量低下の傾向をあきらかにすることができる。

昭和33年よりの温泉実態調査結果 :小田原保健所温泉課は昭和33年 より「 温泉実態調査」を,ま た

昭fn44年からは「温泉一斉調査」を実施し温泉の湧出量,揚湯量,温度等を測定しており,これらの

結果は神奈川県衛生部 (1972)か ら発表されている。「 きよ水源泉」の調査結果は表 2の通りであり,

表 2   「きょ水源泉」の温泉 実態調 査結果

昭和5年 8月 13日

昭和 6年12月 18日

昭和 7年10月11日

49.8° C
48.5

48.0

43.0° C
44.0

31.5

4.OJ./分  (72. ′/男卜)
3.3      (59.     )

3.33      (00.      )

20     ′/分

10.1
2.2

年

年

年

和

和

和

昭

昭

昭

神奈川県衛生部 (1972)Fょ 奪

出



ヨ   菫

・ -0●

。       ●

.。 .。      ...

1/

調
　
　
　
　
＝
　
　
　
　
量

℃
　
口
　
　
翡
　

魔

:

腑 231「

2 3 4 5 6 7 0 o oo

図 2 「きょ水澤泉」の湧出量および温度 (昭和27年 )
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図 3 「きよ水源泉」の湧出量および温度 (昭和284および207)
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図 4 「きょ水■泉」の瀾出量および温度 (昭和307)
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図 5 「きょ水源泉」の湧出量および温度 (昭和31年)
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昭和43年度の調査では自噴は停止していたので沢1定は行なわれていない。
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図 7 「きょ水源泉」の孔内温度検層図
破線,昭和40年 (1965)8月 31日

実線,昭和497(1974)8月 8日

3。 自噴IIL後の地下水位観測調査

箱根湯本,塔 ノ沢地域には地下水位を測定す

る専用の観測井は未だ掘さくされていない。広

田ら (1973,1974Dは 箱根湯本,塔 ノ沢温泉保

護対策事業の一環として,自噴が止まり休止源

泉となつた「 きよ水源泉」の地下水位の変動を

昭和46年から観測している (図 6)。 地下水位

は降水の影響をうけて季節変動をくりかえして

いるが,年ごとの最高値または最低値で比較す

ると年 6々0～70"の低下をつづけていることが

わかる。

4.孔内温度検層

広田らは「 きよ水源泉」の孔内温度検層を昭

和40年 8月 31日 および昭禾n49年 8月 8日 の2回

行なった (図 7)。 昭和40年 7月 に実施された

温泉実態調査の時点では 31.5°Cの温泉が 2.2

形/分 自噴していたが,同年 8月 31日 の温度検

層の時に孔井の地表近くは 30°C以下に低下し

ている。

度

詢  60 Ю

孔

つ  a ■℃計

図 6 「きょ水源泉」の地下水位の経年変化と湯本地域の降水量
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また,昭禾n49年 8月 の検層では孔底 (205″)の温度は33.5°Cであり,昭和40年 当時と比べて20°C

以上も低下していることに注目しなければならない。

5.「きよ水源泉」の枯渇と今後の問題

「 きよ水源泉」の掘さくから枯渇への経過を個々の調査結果ごとに見てきたが,これらをすべてまと

めると図8の通りである。図8には箱根湯本,塔 ノ沢地域の温泉の総揚湯量の推移もあわせて記入し

た。「 きよ水源泉」は昭和∞年以降湧出量,温度の低下が著しく,昭和40～41年に自噴を停止してそれ
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以後は休止源泉となり現在にいたっている。

昭和25～3CI年はさきにも述べた通り,こ の地域で新たに15本の孔井が温泉の採販を開始し「 きよ水

源泉」のある「 滝通り」では従来から自噴していた孔井に,エアーリフト装置や渦巻ポンプあるいは

サイフォン装置等の新たな設置がなされた。これらの設置にあたって源泉相互間の湧出量,揚湯量,

温度等の調査が長期間にわたり実施されたが,水文学的考察は行なわれなかった。温泉量の確保は揚

湯装置の増大化,揚湯管やエアー管の延長等によってまかなわれた。この方針は現在でも変わらず ,

ひきつづき実施されている。小田原保健所温泉課員の努力で温泉実態調査等が行なわれ,その実態が

把握されているにもかかわらず温泉源の保護のために生かされているとはいえない。温泉源の保護は

水収支バランスの観点からなされなければならない。昭和30～40年 にかけて「 きよ水源泉」の湧出量

や温度は次第に低下しつづけていたにもかかわらず,「源泉所有者から申請がないから』という理由

で放置しておくべきではなく,その現象の地下水理学的意義を正しく認識して対処しなければならな

かつたのである。

昭和46年から始めた「 きよ水源泉」の地下水位観測の結果60～70“/年 の低下を報告したが,こ れ

は自噴が停止した昭和40～41年からひきつづいているのであり (図 8),こ の傾向は今後もつづくで

あろう。温泉の化学組成からみた箱根湯本,塔ノ沢地域の温泉の冷地下水化が平野ら (1972,1974)

により報告されているが,それらも地下水位の低下を反映しているものである。現在のままでは温泉

の冷地下水化はもとより,温泉の確保のために動力揚湯装置の増大化,エ アー管や揚湯管の延長ある

いは増掘をくりかえすばかりであり,しいては箱根湯本,塔ノ沢温泉の恒久的枯渇への道をたどるだ

けである。

6.観光にしめる温泉の要素と将来の計画

温泉郷あるいは温泉場という呼びかたは本来観光的要素と共に湯治場あるいは温泉療養地としての

意味あいをあわせもつものであるが,現在の箱根には後者の要素はほとんどないといえよう。将来 ,

箱根温泉の整備計画をたてるとすれば温泉療養あるいは保養的要素を十分にくみいれたものにする必

要があると思うが,こ のことは現在の論点からはずれるので多くは述べない。

青木 (1974)に よれば,昭和郷年に箱根を訪れた観光客は20,825千 人であり,こ の内82.2%力 日ゝ帰

り客であるという。この統計によると宿泊客は年間 3,7C7千人で, 1日 当り平均10,4∞人となる:一

方,大木ら (1970)に よれば箱根の全温泉揚湯量 (自 然湧出量等も含む)は実質的に 1日 27,529″ で

ある。宿泊客だけが温泉を利用するとして 1人当り1日 に2.65解 3,毎分1.81の温泉を使用している

ことになる。また,昭和46年度の箱根湯本,塔 ノ沢地域の温泉利用状況調査 (神奈川県衛生部,1972)

によれば,温泉利用客 1人当り温泉量
(■飛ぞ属ξ苧誓誓暫

壁

"は

平均で 1分間にO.67形 となってお

り, 1人当り毎分 1.8″ -0.672÷ 1.1′ の温泉が過剰に供給され,有効に利用されていないと考え

ることもできる。もちろんこの数値は全体の目安であり個々の場合にあてはまらぬこともあるし,利
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用客 1人当りの適切な温泉量もつかめてはいないが,箱根湯本,塔 ノ沢地域のように温泉の枯渇現象

がすすんでいる現在,その利用の面には検討する余地が残されているといえよう。週日および週末の

温泉利用者の動向,その季節的傾向などから,当然温泉の必要量は変わるべきである。将来は温泉利

用者数から割り出した必要温泉量の揚湯,貯湯,給湯および余剰温泉の地下還元などをおりこんだ地

域全体のシステム化が検討されなければならない。しかし,その第一段階として重要なことは,温泉

に関係するすべての人々が地域全体としての温泉源という考え方をもつことであろう。水収支バラン

スを無視して個々の孔井の既得揚湯量の維持および確保に多大の努力をせざるをえない現在の状況で

は,近い将来の温泉源の枯渇を回避することは不可能であろう。

温泉源の保護の問題は『なぜ箱根に温泉が必要なのか ?』 という原点にたちかえつて,今一度考え

なおしてみる必要があるように思える。
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写真 １　滝通り温泉郷（ きよ水旅館前より弥栄橋方向を のぞむ）

写真２　滝通り温泉郷（弥栄橋上より）
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